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レシピ紹介

【材料（3人分）】
餃子の皮（大判）
温かいご飯
　　豚ミンチ
　　青ネギ（小口切り）
　　焼肉たれ
焼肉たれ（味付け用）
サラダ油
【作り方】
① Ａを混ぜてレンジ600Ｗで1分温める。
② ①とご飯を混ぜ合わせる。
③ ②を15等分し餃子の皮で包み半月型にする。
④ フライパンにサラダ油を入れ、両面に焼き色
を付けたら一旦取り出し、油を拭き取り焼肉
のたれ大さじ5杯を入れ両面に味を付けると香ばしい匂いがしてきたら出来上がり。

『お好みで混ぜご飯の量を増やすと焼おにぎり風になります』

…………………… 15枚
………………………… 100ｇ
………………………… 50ｇ

……… 大さじ2杯
………………… 大さじ1杯

………… 大さじ5杯
………………… 大さじ3～4杯

A

「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子「餃子のののののののののののの皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混皮混ぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜごぜご飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包飯包みみみみみみみみみみみみみみみみみみみ焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」焼」「餃子の皮混ぜご飯包み焼」

令和3年度農地賃借料情報提供について
　農地法第52条の規定に基づき、次のとおり農地賃借料情報の提供を行います。
　令和2年1月から令和2年12月までに市内で締結（公告）された賃借料を集計し、その平
均額を算出したものです。この「農地賃借料情報」は、法的な拘束力はなく、あくまで賃借
料を決定する際の参考資料です。
　実際の賃借料の契約に際しては、貸し手・借り手の両者でよく協議したうえで、締結して
ください。

（10aあたり）

区　　分 平 均 額 最 高 額 最 低 額 データ数 過去3年間
の平均額

整
備
田

稲枝地域 9,000円 11,000円 3,000円 855 9,100円

河瀬・亀山・城陽地域 5,000円 8,000円 2,700円 113 6,600円

未整備田 3,400円 7,500円 2,000円 96 3,300円

（参考）市内全域 8,100円 11,000円 2,000円

１． 標準的な水準を算出するため、全賃借料データの平均値± 70％を超えるものおよび賃借料以外
の要素が含まれているデータは除いています。また、無料での貸借（使用貸借）についても、集
計の際に除外されています。

２． 平均額は、算出結果を 100 円未満四捨五入としています。
３． 各地域の整備田と市域の未整備田を集計して平均額を算出しています。また、参考のため市内全
域の平均額も併せて情報提供します。
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　「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
」
は
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る

農
村
づ
く
り
、
急
激
に
変
わ
る
社
会
変
化
を
的
確
に
伝
え
る

新
鮮
で
価
値
の
あ
る
情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
、
ま
た
、
住
民

の
健
康
推
進
の
場
、
あ
ら
ゆ
る
研
修
の
場
と
し
て
1
9
9
2
年

4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
滋
賀
県
下
で
市
が
運
営
す
る
単
独
の

「
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
は
唯
一
の
施
設
で
す
。

　
2
0
2
0
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
自
主
講
座
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
予
断
を
許
さ
な
い

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
6
月
か
ら
多
目
的
ホ
ー
ル

（
4
5
0
㎡
、
利
用
可
能
人
数
4
0
0
人
）、
集
会
室
1（
洋
室
）

（
77
㎡
、
利
用
可
能
人
数
50
人
）、
集
会
室
2
（
和
室
）（
56
㎡
、

利
用
可
能
人
数
30
人
）、
調
理
実
習
室
（
83
㎡
、
利
用
可
能
人

数
40
人
）、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
2
9
1
0
㎡
）の
貸
し
出
し

を
再
開
し
て
お
り
、
各
種
研
修
会
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ヨ
ガ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
様
々

な
サ
ー
ク
ル
活
動
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
身
近
な
「
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね
」
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

日
々
の
営
農
活
動
や
サ
ー
ク

ル
活
動
に
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か

ら
も
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ

ね
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
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委
員
会
だ
よ
り
 ひ
こ
ね
　
第
51号

（
令
和
3年
3月
発
行
）

◆
発
行
・
編
集
◆
　
〒
522 －8501　

彦
根
市
元
町
4番
2号
　
彦
根
市
農
業
委
員
会
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話
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FA
X
：
0749－

24－
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ホ
ー
ム
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ー
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「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
」
を
利
用
し
て

毎
日
の
生
活
を
い
き
い
き
と
！

︻
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
︼

所
在
地

清
崎
町
1
1
1
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0
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9−
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5−
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　近年、温暖化による異常気象で、各地で強風
による農業ハウスの倒壊、洪水、猛暑等による
農産物被害が発生していますし、一方コロナウ
イルスによる感染拡大が心配されています。
　行政視察や研修会も思うように進んでいない
中、こういう時期だからこそ、農業委員、推進
委員が一丸となって活動しなければなりませ
ん。
　市民の皆さんに「農業委員会だより」を読ん
でいただき、活動の取組などを知っていただけ
れば幸いです。
　最後になりましたが「農業委員会だより」の
編集にあたり、御協力いただいた皆様、本当に
ありがとうございました。

（農業委員  大西  太郎）

●農地基本台帳の写しの交付について

　農地基本台帳の写しの交付等を希望される
場合は、農業委員会事務局の窓口で申請して
ください。農業組合単位で交付を希望される
場合は、組合員全員の同意書が必要です。
※一部につきコピー代10円を申し受けます。

●農地を転用するときは農地法の許可が必要

です

　農地を農地以外に用途変更するには、自己
所有地であっても原則として農地法に基づく
許可が必要です。許可なく転用した場合、所
有者の責任で農地に戻していただく場合があ
ります。
　転用をお考えの際は、必ず事前に農業委員
会事務局へご相談ください。

お  知  ら  せ

農
家
の
思
い
を
伝
え

　農
業
・
農
村
の「
未
来
」を

　
　
　と
も
に
考
え
ま
す
。

☆発行日　毎週金曜日（月4回）

☆購読料　1ヶ月700円（税込）

☆申込先　彦根市農業委員会

　　　　　【TEL】30−6133

農業者の視点でお届けします

①特徴ある週刊新聞

②時代に鋭く斬り込む

③経営に役立つ

④喜びや悩みを共感できる

⑤読みやすく親しみやすい
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